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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向等を踏まえ、平成 29年 10 月 10 日に公表いたしました平成 30 年２月期（平成 29 年

３月１日～平成 30 年２月 28 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

記 

 

● 業績予想の修正について 

 

平成 30 年２月期通期業績予想の修正（平成 29 年３月１日～平成 30 年２月 28 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 31,600 620 660 150 ９円 78 銭 

今回修正予想（Ｂ） 30,852 135 188 △308 △20円8銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △748 △485 △472 △458 － 

増減率（％） △2.4 △78.2 △71.5 － － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（ 平 成 2 9 年 ２ 月 期 通 期 ） 

33,727 616 681 133 ８円 66 銭 

（金額の単位：百万円） 

修正の理由 

売上高につきましては、衣料品低価格化の更なる進行並びにこれに伴う市場競争の激化により老朽

化した郊外路面店を中心に客数減に歯止めがかからずに計画未達となりました。売上総利益につきま

しては、商品調達構造改革が進んだことで値入率が改善されるとともに、売価変更の抑制によって、

売上総利益率は前年を大幅に上回るものの、計画値に対しては若干の未達となる見込みです。販管費

につきましては、売上高減少に伴い、一層の削減に努めましたが、ほぼ当初計画値となる見込みです。

これらの結果、売上高及び利益ともに、前回公表予想を下回る見込みです。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

● 配当予想額について 

平成 30 年２月期の配当予想額につきましては、現時点では平成 29 年４月 11 日公表の配当予想額

（  期末配当金 20 円 年間配当金 40 円  ）を変更しておりません。 

 

以   上 

 


